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金子一成、
南学正臣、
柳田素子 

専門医のた
めの腎臓病
学 第 3 版 

医学書院 東京
都 

2023
年 

398-
407 

川口鎮司 多発性筋炎・
皮膚筋炎 

門脇 孝、
小室一成、
宮地良樹 

診療ガイド
ライン UP-
TO-DATE 
2024-2025 

メデｲカル
レビュー

社 

東京 2024 678-
684 
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五野貴久 自己免疫疾患
関連 PF-ILD 
(progressive 
fibrosing 
interstitial 
lung disease) 
INBUILD 試
験のサブ解析 

リウマチ科
編集委員会 

リウマチ科 科学評論
社 

東京 2023 694-
701 

亀田秀人 膠原病および
類縁疾患 最
近の動向 

福井次矢、
高木誠、小
室一成 

今日の治療
指針 2024 

医学書院 東京 2024 862-
863 

亀田秀人 解熱・鎮痛
薬、抗炎症薬 

堀正二, 菅
野健太郎, 
門脇孝, 乾
賢一, 林昌
洋 

治療薬ハン
ドブック
2024 

じほう 東京 2024 1192-
1218 

楢崎秀彦 混合性結合組
織病 

加藤元博 小児科診
断・治療指
針 改訂第
３版 

中山書店 東京 2023 22-23 

安岡 秀剛 皮膚硬化・手
指腫脹、検査
異常（RF 陽
性,ANA 陽
性） 

竹内 勤 リウマチ・
膠原病診療
ゴールデン
ハンドブッ
ク改訂第２
版 

(株)南江
堂 

東京 2023 33-38 

中村 英
樹、塚本 
昌子、秋谷 
久美子、三
浦 勝浩 

特集 シェー
グレン症候群
の最新の病態
理解と治療 
シェーグレン
症候群とリン
パ増殖性疾患 

科学評論社 リウマチ科 科学評論
社 

日本 2023 423-
30 

中村 英樹 学術 シェー
グレン症候群
の診断と検査 

江東微研 江東微研ジ
ャーナル友 
Vol46 

江東微研 日本 2023 11-20 

内野裕一 涙点プラグ挿
入後. 

後藤 浩 知っておき
たい眼科処
置・手術の
合併症対策
と予防. 

金原出版 東京 2023 940－
941 
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学会発表 

発表者氏名 演題名 学会名 

Brunner HI, Viola D 
O, Dimelow R, Calvo 
Penadés I, Wilkinson 
C, Rodriguez JCR, 
AlinaBoteanu 
L,Kamphuis S, Minden 
K, Horneff G,Anton 
J,Mori M,Yamasaki 
Y,OlaizJ M, Marino R, 
van Maurik1 A, Okily 
M, Yanni E,Wilde P. 

Pharmacokinetic, Pharmacodynamic, and 
Safety Profile of Subcutaneous Belimumab in 
Pediatric Patients With SLE: Analysis of 
Data From a Multicenter, Open-Label Trial. 

ACR 2023. 

森 雅亮 本邦で若年性特発性関節炎に使用できる合
成抗リウマチ薬と生物学的製剤 成人との
違いは?  

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

森 雅亮 ライフステージに合わせたシームレスなリ
ウマチ性疾患患者の管理～小児期・AYA 世
代から挙児可能年齢まで～ 小児期～AYA
世代の管理オーバービュー 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

森 雅亮 小児の炎症性筋疾患.  第 65 回日本小児神経学
会学術集会 

中村陽、光延拓朗、久
保田知洋、山﨑雄一、
武井修治 

HCQ と MMF の登場前後における当科での
小児 SLE 治療の変化 

第 32 回日本小児リウマチ
学会 

Tanaka Y, Merrill J, 
D'Cruz D, Vila-Rivera 
K, Siri D, Zeng X, 
D'Silva K, Cheng L, 
Sornasse T, Doan T, 
Kruzikas D, Friedman 
A.  

Efficacy and safety of ABBV-599 high dose 
and upadacitinib monotherapy for systemic 
lupus erythematosus: A phase 2 trial.  

26th Asia-Pacific League 
of Associations for 
Rheumatology Congress 
(APLAR)  第 26 回アジ
アパシフィックリウマチ
学会総会 

J. T. Merrill1, Y. 
Tanaka, D. Dʼcruz, K. 
Vila, D. Siri, X. Zeng, 
K. Dʼsilva, L. Cheng, T. 
Sornasse, T. Doan, D. 
Kruzikas, A. 
FriedmanF 

FICACY AND SAFETY OF ABBV-599 
HIGH DOSE (ELSUBRUTINIB 60 MG 
AND UPADACITINIB 30 MG) AND 
UPADACITINIB MONOTHERAPY FOR 
THE TREATMENT OF SYSTEMIC LUPUS 
ERYTHEMATOSUS: A PHASE 2, 
DOUBLE-BLIND, PLACEBO-
CONTROLLED TRIAL 

The Annual European 
Congress of 
Rheumatology 2023（欧
州リウマチ学会年次学術
集会） 

Yoshiya Tanaka Immune phenotype and its therapeutic 
application in SLE 

The 15th International 
Congress on Systemic 
Lupus Erythematosus  



 114 

Y. Tanaka.  Clinical features and treatments in 
interferon-driven APS-SLE  

26th Asia-Pacific League 
of Associations for 
Rheumatology Congress 
(APLAR)  第 26 回アジ
アパシフィックリウマチ
学会総会（シンポジウ
ム） 

Y. Tanaka.  Insight biologic therapy in SLE  26th Asia-Pacific League 
of Associations for 
Rheumatology Congress 
(APLAR)  第 26 回アジ
アパシフィックリウマチ
学会総会（シンポジウ
ム） 

花岡洋成 III/IV 型ループス腎炎再燃における早期再寛
解導入療法の重要性 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

花岡洋成 入院しステロイド療法を行なったリウマチ
膠原病患者のサルコペニアの進行と関連す
る因子の探索 

第 51 回日本臨床免疫学会
総会・学術集会 

Hironari Hanaoka One-month hospitalization with high-dose 
glucocorticoid therapy is associated with 
sarcopenia progression in patients with 
rheumatic musculoskeletal diseases 

75th Annual European 
Congress of 
Rheumatology 

保田晋助 リウマチ膠原病診療の進歩 アニュアルコースレクチ
ャー, 日本リウマチ学会
学術集会: 2023.4.22.福岡
市 

山岡 邦宏. 分子標的治療薬を用いた D2TRA 治療 第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 シンポ
ジウム 11 

山岡 邦宏.  MTX 皮下注射製剤を含めた MTX の用法・
用量 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 シンポ
ジウム 11 

山岡 邦宏.  分子の基礎的解析から治療薬へ、そしてそ
の先へ 

日本臨床免疫学会・第 4
回免疫疾患横断セミナー 

山岡 邦宏. 関節リウマチに対する分子標的治療の安全
性と課題. 

第 31 回日本医学会総会学
術集会 

山岡 邦宏 関節リウマチ治療における tsDMARDs の課
題に向けた取り組み  

第 38 回日本臨床リウマチ
学会 

一瀬邦弘 ループス腎炎の病態形成における I 型 IFN/
自然免疫異常の意義 

第 67 回日本腎臓学会学術
集会 

一瀬邦弘 全身性エリテマトーデスの診断・治療に関
する最近の話題 

日本内科学会第 69 回中国
支部生涯教育講演会 
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一瀬邦弘 SLE の長期病態マネージメントにおける
HCQ の役割～リスクとベネフィットを考慮
した治療の最適化を考える～ 

第 38 回日本臨床リウマチ
学会 

一瀬邦弘 BAFF 制御から考えるベンリスタという選択
～グローバル動向から読み解くループス腎
炎治療の潮流～ 

第 34 回日本リウマチ学会
中国・四国支部学術集会 

鈴木知子，森山繭子，
高野育子，宮島伸枝，
吉岡勇樹，本田 学，
近藤正宏，村川洋子，
一瀬邦弘 

全身性エリテマトーデス（SLE）の経過中に
急激なリンパ節腫脹を呈した２例 

第 34 回日本リウマチ学会
中国・四国支部学術集会 

Koichiro Ohmura, 
Takeshi Iwasaki, Hideki 
Oka, Hayato Shimizu, 
Maki Kanamori, 
Hiroaki Nishioka, Shuji 
Sumitomo 

Different type I interferon stimulated gene 
signatures respond differently to the 
glucocorticoid treatment 

25th Asia-Pacific League 
of Associations for 
Rheumatology Congress 
(Chaing Mai, Thailand 7-
11 December 2023) 

岡 秀樹, 住友 秀次, 
志水 隼人, 金森 真紀, 
西岡 弘晶, 大村 浩一
郎 

全身性エリテマトーデスの持続する 
DORIS 寛解,LLDAS の達成・非達成因子の
検討 

第 67 回 日本リウマチ学
会総会・学術集会 
(福岡 2023 年 4 月 24 日
（月）～26 日) 

大村 浩一郎 SLE の治療戦略 
～グルココルチコイド早期減量の視点から
～ 

第 32 回日本リウマチ学会
近畿支部学術集会 
（奈良 2023 年 8 月 26
日） 

住友 秀次, 岡 秀樹, 
志水 隼人, 岩崎 毅, 
金森 真紀, 西岡 弘晶, 
大村 浩一郎 

各種 I 型 IFN 刺激遺伝子シグネチャーと
SLE 臨床経過の関連解析 

第 10 回 JCR ベーシック
リサーチカンファレンス
2023 

Kikuchi J, Kondo Y, 
Kojima S, Kasai S, 
Sakai Y, Takeshita M, 
Hiramoto K, Saito S, 
Fukui H, Suzuki K, 
Kaneko Y. 

Disease flares after SARS-CoV-2 mRNA 
vaccination in patients with systemic lupus 
erythematosus are associated with disease 
activity before vaccination. 

EULAR 2023 

菊池潤、近藤泰、小島
修一郎、葛西志保、堺
優真、竹下勝、平本和
音、齋藤俊太郎、福井
裕之、花岡洋成、鈴木
勝也、金子祐子 

全身性エリテマトーデス患者における
SARS-CoV-2 mRNA ワクチン投与後の再燃
は投与前の疾患活動性と関連する 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

近藤 裕也, 谷村 玲央
菜, 佐藤 亮太, 浅島 
充弘, 三木 春香, 坪井 
洋人, 住田 孝之, 松本 
功 

TLR アゴニスト誘導 SLE モデルマウスにお
ける PD-1 による B 細胞制御機構の解析 

第 51 回日本臨床免疫学会
総会 

近藤 裕也, 谷村 玲央
菜, 佐藤 亮太, 浅島 
弘充, 三木 春香, 坪井 
洋人, 住田 孝之, 松本 
功 

 
PD-1 による TLR アゴニスト誘導 SLE モデ
ルマウスの病態抑制機序の解析 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 
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Reona Tanimura, Yuya 
Kondo, Ryota Sato, 
Hiromitsu Asashima, 
Haruka Miki, Hiroto 
Tsuboi, Takayuki 
Sumida, and Isao 
Matsumoto 

Pathogenetic role of IFNγ producing 
CD4+T cells in lupus model mice induced by 
TLR7 agonist imiquimod 

第 52 回日本免疫学会学術
集会 

谷村 玲央菜、近藤 裕
也、佐藤 亮太、浅島 
弘光、坪井 洋人、住
田 孝之、松本 功 

IMQ 誘導 SLE モデルマウスにおける IFNγ
産生 CD4+T 細胞の役割 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

新納 宏昭 SLE の病態メカニズムを紐解く～Ⅰ型 IFN
の役割を含めて～ 

第 58 回日本臨床分子医学
会学術集会 

西田 知也、綾野 雅
宏、土井 吾郎、木本 
泰孝、三苫 弘喜、小
野 伸之、有信 洋二
郎、堀内 孝彦、新納 
宏昭 

免疫抑制療法を併用した難治性抗リン脂質
抗体症候群の 1 例 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

新納 宏昭 SLE 治療における１型 IFN 制御の意義 第 66 回九州リウマチ学会 

新納 宏昭 自己免疫疾患における B 細胞異常と治療戦
略 

第 51 回日本臨床免疫学会
総会 

綾野 雅宏、上田 尚
靖、三嶋 耕司、大田 
俊一郎、久志本 和
郎、田中 淳、都留 智
巳、洲崎 みどり、前
川 真貴子、木本 泰
孝、小野 伸之、有信 
洋二郎、新納 宏昭 

全身性エリテマトーデスに対するアニフロ
ルマブ有用性：バイオナイーブ症例とスイ
ッチ症例の比較検討 

第 67 回九州リウマチ学会 

Yusuke Yoshida, Naoki 
Nakamoto, Naoya Oka, 
Genki Kidoguchi, 
Tomohiro Sugimoto, 
Sho Mokuda, Shintaro 
Hirata 

The association of fecal calprotectin levels 
and clinical characteristics in patients with 
connective tissue diseases with 
gastrointestinal symptoms: A retrospective 
cohort study. 

第 67 回日本リウマチ学会
総会･学術集会 

大可直哉, 吉田雄介, 
中本尚希, 木戸口元気, 
杉本智裕, 茂久田翔, 
平田信太郎 

全身性エリテマトーデスと関節リウマチ患
者におけるビタミン D 欠乏症の関連因子 

第 67 回日本リウマチ学会
総会･学術集会 

吉田雄介, 細川洋平, 
茂久田翔, 渡辺裕文, 
杉本智裕, 平田信太郎 

マクロファージ活性化症候群合併全身性エ
リテマトーデスにおける血清カルプロテク
チンの臨床的意義の検討 

第 34 回日本リウマチ学会
中国・四国支部学術集会 

廣村桂樹 全身性エリテマトーデスにおける腎代替療
法の現状と導入後の留意点 

2023 年日本透析医学会総
会 
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今井 陽一, 池内 秀和, 
木下 雅人, 諏訪 絢也, 
大石 裕子, 渡辺 光治, 
中里見 征央, 浜谷 博
子, 坂入 徹, 金子 和
光, 茂木 精一郎, 廣村 
桂樹 

当科における全身性エリテマトーデスに対
するベリムマブ治療の有効性と安全性 

2023 年日本リウマチ学会 

Imai Y, Ikeuchi H, 
Suwa J, Oishi Y, 
Watanabe M, 
Nakasatomi M, 
Hamatani H, Sakairi T, 
Kaneko Y, Hiromura K 

Long-Term Efficacy and Relapse in Lupus 
Nephritis Treated with Mycophenolate 
Mofetil and Tacrolimus Combination 
Therapy. 

2023 年米国腎臓学会 

吉村大・藤枝雄一郎・
多田麻里亜・阿部靖
矢・加藤将・奥健志・
金子佳代子・金子裕
子・田中良哉・藤尾圭
志・松下雅和・宮前多
佳子・矢嶋宣幸・和田
隆志・村島温子・中島
亜矢子・渥美達也 

若年全身性エリテマトーデス患者における
睡眠健康状態と精神神経症状との関連性：
PRESURE-J コホートを用いた検討 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

野澤智・宮前多佳子・
金子佳代子・磯島咲
子・岩井秀之・岩田恭
宜・宇都宮雅子・落合
萌子・島田裕美・白井
剛志・多田麻里亜・土
田優美・中山田真吾・
花岡洋成・三浦瑶子・
森山繭子・渡邉あか
ね・奥健志・金子裕
子・田中良哉・藤尾圭
志・松下雅和・矢嶋宣
幸・和田隆志・村島温
子・中島亜矢子  

我が国の若年全身性エリテマトーデス患者
の現状と妊娠転帰を含む長期・短期予後に
関する前向きコホート研究【日本リウマチ
学会ワーキンググループ】:小児期発症患者
の発症年齢における臨床的特徴の検討 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

南部文香・宮川太郎・
堀越慶輔・湯浅貴博・
小倉央行・大島恵・中
川詩織・北島信治・遠
山直志・原章規・岩田
恭宜・坂井宣彦・清水
美保・和田隆志 

心筋炎による重症心不全に対して集学的治
療で救命しえた全身性エリテマトーデスの
一例 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

沖山奈緒子 自己免疫疾患とアレルギー 自己免疫性疾
患の皮膚病変から自己免疫性皮膚疾患まで
のトピックス 

第 72 回日本アレルギー学
会学術大会 

沖山奈緒子 シンポジウム 15 日常診療における全身性
強皮症・皮膚筋炎のマネジメントのコツ
「皮膚科医による皮膚筋炎のマネジメント
ー皮膚症状を中心にー」 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 
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市村裕輝、小西里沙、
沖山奈緒子 

抗 nuclear matrix protein 2 (NXP2)抗体陽性
皮膚筋炎における抗体価の変化と治療反応
性の関連 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

小西里沙、市村裕輝、
沖山奈緒子 

皮膚筋炎において血清 IL-8 値は筋炎の病勢
に相関する 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

沖山奈緒子 教育講演 18 膠原病とその類縁疾患・アッ
プデート「皮膚筋炎の自己抗体によるサブグ
ループ分類」 

第 122 回日本皮膚科学会
総会 

小西里沙、市村裕輝、
田中亮多、奥根真理、
岩淵  敦、清水正樹、
西野一三、乃村俊史、
沖山奈緒子 

皮膚筋炎において血清 IL-8 値は筋炎の病勢
に相関する 

第 122 回日本皮膚科学会
総会 

小西里沙、市村裕輝、
田中亮多、久保田典
子、乃村俊史、沖山奈
緒子 

悪性腫瘍合併皮膚筋炎のモデルマウス確立
と新規治療標的探索 

第 51 回日本臨床免疫学会
総会 

沖山奈緒子 自己免疫性筋炎-どこまで分かったのか? 皮
膚筋炎の病態は自己抗体ごとに異なるのか? 

第 64 回日本神経学会学術
大会 

小西里沙、市村裕輝、
乃村俊史、沖山奈緒子 

抗 NXP2 抗体陽性皮膚筋炎/多発性筋炎では
治療反応性に抗 NXP2 抗体価が低下する 

第 87 回日本皮膚科学会東
京支部学術大会 

廣瀬 光、川口鎮司 他 間質性肺疾患合併全身性強皮症患者におけ
る血清 KL-6 濃度の季節変動に関する検討 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

五野貴久 筋炎関連間質性肺疾患の最新知見 第 43 回日本サルコイドー
シス/肉芽腫性疾患学会 

五野貴久、桑名正隆 リウマチ膠原病における分子標的治療の現
在と未来 多発性筋炎/皮膚筋炎 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

中嶋 蘭 膠原病内科医による皮膚筋炎のマネジメン
トー間質性肺疾患を中心にー 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

納田安啓、谷口雅司、
中嶋 蘭、笹井恒雄、
白柏魅怜、日和良介、
辻 英輝、北郡宏次、
秋月修治、吉藤 元、
三森経世、森信暁雄 

多発性筋炎・皮膚筋炎 3:抗 ARS 抗体陽性症
例の臨床 抗 ARS 抗体症候群患者における
長期生命予後因子と再燃因子についての検
討 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

竹内 遼、中嶋 蘭、笹
井恒雄、谷澤公伸、白
柏魅怜、辻 英輝、北
郡宏次、日和良介、秋
月修治、吉藤 元、三
森経世、森信暁雄 

多発性筋炎・皮膚筋炎 4:抗 MDA5 抗体/抗
ARS 抗体陰性の多発性筋炎/皮膚筋炎 抗
Ku 抗体陽性患者の臨床的特徴と予後に関す
る後方視的検討 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 
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笹井恒雄、中嶋 蘭、
辻 英輝、中島俊樹、
井村嘉孝、吉田雄介、
平田信太郎、三森経
世、森信暁雄 

抗 MDA5 抗体陽性皮膚筋炎合併間質性肺炎
における長期予後と寛解維持期の治療継続
に関する検討 多施設共同臨床試験の長期
follow-up と単施設後向き研究との包括的検
討 

第 120 回日本内科学会 

吉田 健、伊藤晴康、
野田健太郎、松下嵩
之、大藤洋介、浮地太
郎、室 慶直、黒坂大
太郎 

皮膚筋炎における筋膜組織の遺伝子発現解
析と in situ hybridization による CXCL10 産
生細胞の同定 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

下山宜之、吉田 健、
伊藤晴康、浮地太郎、
野田健太郎、室 慶
直、黒坂大太郎 

骨格筋 MRI による特発性炎症性筋疾患での
筋病理学的所見の予測 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

室 慶直 達人に聞く！膠原病の実臨床のコツ （上級
編） 皮膚筋炎治療の難題についてすこし
語り合いましょう 

第 75 回日本皮膚科学会西
部支部学術大会 

保田晋助 リウマチ膠原病診療の進歩 アニュアルコースレクチ
ャー、日本リウマチ学会
学術集会 

Naoko Okiyama Dermatomyositis and rational diagnostics 25th World Congress of 
Dermatology 

Yuki Ichimura, Risa 
Konishi, Naoko 
Okiyama 

Titer of anti-nuclear matrix protein 2 
antibody may reflect the disease activity of 
dermatomyositis/ polymyositis 

The 2nd International 
Symposium of Clinical 
Immunology 

Risa Konishi, Yuki 
Ichimura, Ryota 
Tanaka, Noriko 
Kubota, Toshifumi 
Nomura2, Naoko 
Okiyama 

Appropriate therapeutic target of cancer-
associated dermatomyositis with anti-
transcriptional intermediary factor 1-γ 
antibody 

International Societies for 
Investigative Dermatology 
2023 

Yuki Ichimura, Risa 
Konishi, Manabu 
Fujimoto, Toshifumi 
Nomura, and Naoko 
Okiyama 

Interstitial lung disease based on 
autoimmunity against melanoma 
differentiation-associated gene 5 (MDA5) 

International Societies for 
Investigative Dermatology 
2023 

Yuki Ichimura, Risa 
Konishi, Toshifumi 
Nomura, Naoko 
Okiyama 

Leukemia inhibitory factor (LIF) is a 
potential marker for anti-melanoma 
differentiation-associated gene 5 (MDA5) 
antibody- positive dermatomyositis with 
interstitial lung disease 

5th International 
Conference on Cutaneous 
Lupus Erythematosus 
2023 

Risa Konishi, Ryota 
Tanaka, Sae Inoue, 
Yuki Ichimura, 
Toshifumi Nomura, 
Naoko Okiyama 

Evaluation of apremilast, an oral 
phosphodiesterase 4 inhibitor, for refractory 
cutaneous dermatomyositis: A Phase 1b 
clinical trial 

5th International 
Conference on Cutaneous 
Lupus Erythematosus 
2023 

Naoko Okiyama Murine Models of idiopathic inflammatory 
myopathies including dermatomyositis 

5th International 
Conference on Cutaneous 
Lupus Erythematosus 
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2023 

Naoko Okiyama The murine Model for anti-TIF1γ antibody-
associated dermatomyositis 

Grobal Conference of 
myositis 2024 

Yamanaka A, Eura N, 
Shiota T, Yamaoka M, 
Nishimori Y, Iguchi N, 
Ozaki M, Nanaura H, 
Iwasa N, Kiriyama T, 
Izumi T, Kataoka H, 
Sugie K. 

Clinicopathological features and outcomes of 
105 patients with idiopathic inflammatory 
myopathy 

第 64 回日本神経学会学術
大会 

Yasuda S Pathogenic role of necriptosisi in myositis 12th HUHRD 
International Symposium 

Hiroaki 
Tanaka, Yukinori 
Okada, Shingo 
Nakayamada, Yusuke 
Miyazaki, Kyuto 
Sonehara, Shinichi 
Namba, Suguru 
Honda, Yuya Shirai, 
Kenichi Yamamoto 
Katsunori Ikari, 
Masayoshi Harigai, 
KOSHIRO 
SONOMOTO and 
Yoshiya Tanaka. 

Cohort-wide Immuno-phenotype 
Deconvolute Immunological and Clinical 
Heterogeneity Across Autoimmune 
Rheumatic Diseases. 

2023 American College of 
Rheumatology (ACR) 
Annual Convergence 第
89 回米国リウマチ学会総
会 

亀田秀人 分子標的療法による免疫介在性炎症性疾患
の最新マネジメント 

第 31 回日本医学会総会 

Kameda H Recent advances and challenges in the 
concept and management of overlap 
syndrome including MCTD 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

Imaizumi C, Ogura T, 
Takakura Y, Katagiri T, 
Ito H, Takenaka S, 
Hirata A, Kameda H 

Trade-off between the use of glucocorticoids 
and immunosuppressants: Reduced rate of 
disease flares in Japanese patients with 
systemic lupus erythematosus 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

羽多野美香, 矢嶋宣幸, 
柳井亮, 石井翔, 東光
久, 渥美達也, 金子祐
子, 亀田秀人, 桑名正
隆, 田中良哉, 中川詩
織, 中島亜矢子, 平松
ゆり, 宮前多佳子, 村
島温子 

妊娠出産に関する全身性エリテマトーデス
患者の診療の質指標の開発 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

亀田秀人 関節炎に伴う骨びらんと修復・骨棘形成 第 44 回日本炎症・再生医
学会 
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今泉ちひろ, 峰岸靖人, 
高倉悠人, 片桐翔治, 
小倉剛久, 亀田秀人 

間質性肺疾患合併関節リウマチに対し複数
の IL-6 受容体阻害薬と JAK 阻害薬を試みた
一例 

第 51 回日本臨床免疫学会
総会 

亀田秀人 膠原病におけるグルココルチコイドの副作
用と適正使用 

第 38 回日本臨床リウマチ
学会 

前澤怜奈, 今泉ちひろ, 
峰岸靖人, 高倉悠人, 
片桐翔治, 小倉剛久, 
高橋啓, 亀田秀人 

進行性乳癌を合併した SLE 患者の治療強化
直後に片側性胸水が出現した 1 例 

第 38 回日本臨床リウマチ
学会 

松宮遼、岩田慈、藏本
伸生、田中克典、田端
佳世子、藤井隆夫 

全身性エリテマトーデスにおける抗 SS-A 抗
体、リウマトイド因子の臨床的意義につい
て 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

田端佳世子、神人正
寿、安武美紗生、松宮
遼、田中克典、藤井隆
夫 

デジタルイメージングシステムによって測定
された全身性強皮症患者における前腕のポ
ルフィリンレベルの増加 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

松宮遼、岩田慈、田中
克典、田端佳世子、藤
井隆夫 

抗 SS-A 抗体陽性全身性エリテマトーデス
患者ではシェーグレン症候群を高率に合併
する 

第 32 回 日本リウマチ学
会近畿支部学術集会 

田端佳世子、稲葉豊、
原知之、国本佳代、山
本有紀、松宮遼、神人
正寿、藤井隆夫 

皮膚筋炎患者における末梢血好酸球数と皮
膚掻痒症との関連 

第 32 回 日本リウマチ学
会近畿支部学術集会 

Shinji Izuka, Toshihiko 
Komai, Takahiro 
Itamiya, Mineto Ota, 
Saeko Yamada, Yasuo 
Nagafuchi, Hirofumi 
Shoda, Kosuke 
Matsuki, Kazuhiko 
Yamamoto, Tomohisa 
Okamura, Keishi Fujio 

Machine Learning-Based Stratification of 
Mixed Connective Tissue Disease Using 
Immunophenotyping Data from Patients 
with Related Autoimmune Diseases.  

ACR Convergence 2023 

Shinji Izuka, Toshihiko 
Komai, Takahiro 
Itamiya, Mineto Ota, 
Saeko Yamada, Yasuo 
Nagafuchi, Hirofumi 
Shoda, Kosuke 
Matsuki, Kazuhiko 
Yamamoto, Tomohisa 
Okamura, Keishi Fujio 

Immunophenotyping-Based Stratification of 
Mixed Connective Tissue Disease: 
Advancing Understanding of Heterogeneity 
by machine learning models 

The 2nd International 
Symposium of Clinical 
Immunology 

楢崎秀彦 ライフステージに合わせたシームレスなリ
ウマチ性疾患患者の管理～小児期・AYA 世
代から挙児可能年齢まで～ 小児リウマチ
性疾患の疾患登録制度(PRICUREv2)とデー
タ解析 

第 67 回日本リウマチ学会
学術集会 
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Yusuke Yoshida, Naoki 
Nakamoto, Naoya Oka, 
Genki Kidoguchi, 
Tomohiro Sugimoto, 
Sho Mokuda, Shintaro 
Hirata 

The association of fecal calprotectin levels 
and clinical characteristics in patients with 
connective tissue diseases with 
gastrointestinal symptoms: A retrospective 
cohort study 

第 67 回日本リウマチ学会
総会･学術集会 

Tatsuaki Naganawa、
Hidekata Yasuoka 

Characteristics of patients with systemic 
sclerosis (SSc) with dysphagia 

"8th Systemic Sclerosis  
World Congress" 

長縄 達明、安岡 秀
剛 

全身性硬化症(SSc)患者における嚥下障害お
よび誤嚥・喉頭侵入の特徴 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

長縄 達明、安岡 秀
剛 

全身性硬化症患者における嚥下障害および
誤嚥・喉頭侵入の特徴-単施設での検討 

第 120 回日本内科学会総
会・講演会 

安岡 秀剛 膠原病性 PAH の病態解明から治療法開発へ 
膠原病性 PAH の病態と治療(基礎研究の視
点から) 

 
日本肺高血圧・肺循環学
会学術集会 

Hidekata Yasuoka CTD associated PAH update   

吉田 健, 伊藤 晴康, 
野田 健太郎, 松下 嵩
之, 大藤 洋介, 浮地 
太郎, 室 慶直, 黒坂 
大太郎 

皮膚筋炎における筋膜組織の遺伝子発現解
析と in situ hybridization による CXCL10 産
生細胞の同定 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

下山 宜之, 吉田 健, 
伊藤 晴康, 浮地 太郎, 
野田 健太郎, 室 慶直, 
黒坂 大太郎 

骨格筋 MRI による特発性炎症性筋疾患での
筋病理学的所見の予測 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

室 慶直 達人に聞く！膠原病の実臨床のコツ （上級
編） 皮膚筋炎治療の難題についてすこし
語り合いましょう 

第 75 回日本皮膚科学会西
部支部学術大会 

高木幸則, 片山郁夫, 
栄田 智, 佐々木美穂, 
清水俊匡, 川上 純, 
角 美佐.  

シェーグレン症候群の早期診断のための
MRI および CT の新たな徴候. 

第３１回日本シェーグレ
ン症候群学会学術集会 

中村 英樹、長澤 洋
介、北村 登、塚本 
昌子、永田 欽也 

HTLV-１によるシェーグレン症候群患者抗
Ro60/SS-A 抗体の抑制 

第 31 回日本シェーグレン
症候群学会学術集会 

秋谷 久美子、西原 
正浩、長澤 洋介、猪
股 弘武、北村 登、
中村 英樹 

唾液分泌量正常シェーグレン症候群におけ
る診断精度を考慮した SS 診断基準における
唾液腺シンチ所見 

第 31 回日本シェーグレン
症候群学会学術集会 

佐藤義剛, 加藤大吾, 
光永可奈子, 井上祐三
朗, 冨板美奈子 

アダリムマブの関与が疑われる IgA 血管炎
を合併した若年性特発性関節炎の 1 例 

第 226 回日本小児科学会
千葉地方会 

佐藤 義剛, 加藤 大吾, 
光永 可奈子, 井上 祐
三朗, 冨板 美奈子 

関節型若年性特発性関節炎 121 例に対する
生物学的製剤の使用状況と予後の解析 

第 32 回日本小児リウマチ
学会総会・学術集会 
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佐藤 裕範, 伊藤 あり
さ, 早田 衣里, 山本 
健, 中野 泰至, 山出 
史也, 井上 祐三朗, 冨
板 美奈子, 川島 祐介, 
小原 收, 濱田 洋通 

統合プロテオミクスを用いた小児期シェー
グレン症候群の疾患モニタリングとバイオ
マーカー探索 

第 32 回日本小児リウマチ
学会総会・学術集会 

佐藤義剛, 緒方仁志, 
加藤大吾, 光永可奈子, 
井上祐三朗, 冨板美奈
子 

デュピルマブが奏功した木村氏病の小児例 第 60 回日本小児アレルギ
ー学会学術集会 

Inoue Y, Tomiita M, 
Sato Y, Kato D, 
Mitsunaga K, Ogata H 

A case of mepolizumab-resistant Kimura's 
disease responding to dupilumab. 

World Allergy Congress 
2023 

加藤 大吾, 井上 祐三
朗, 佐藤 義剛, 光永 
可奈子, 冨板 美奈子 

自己炎症性乳児期発症腸炎（AIFEC）で発
症したマクロファージ活性化症候群
（MAS）関連バリアントをもつ NLRC4 異
常症の一例 

第 7 回日本免疫不全・自
己炎症学会学術集会 

冨板美奈子 シンポジウム 生涯を見据えたシェーグレン
症候群の診療～小児期のシェーグレン症候
群 

第 31 回日本シェーグレン
症候群学会 

Hiroaki 
Tanaka, Yukinori 
Okada, Shingo 
Nakayamada, Yusuke 
Miyazaki, Kyuto 
Sonehara, Shinichi 
Namba, Suguru 
Honda, Yuya Shirai, 
Kenichi Yamamoto 
Katsunori Ikari, 
Masayoshi Harigai, 
KOSHIRO 
SONOMOTO and 
Yoshiya Tanaka. 

Cohort-wide Immuno-phenotype 
Deconvolute Immunological and Clinical 
Heterogeneity Across Autoimmune 
Rheumatic Diseases. 

2023 American College of 
Rheumatology (ACR) 
Annual Convergence 第
89 回米国リウマチ学会総
会 

Takahashi H IgG4-related disease. Past, Present, and 
Future. 

Taiwan College of 
Rheumatology annual 
meeting 2023 Plenary 
section (Nov 25-26, 2023, 
Tainan) 

高橋裕樹 IgG4 関連疾患の臨床と線維化病態 第 51 回日本臨床免疫学会
総会（2023 年 10 月 5-
7，東京） 

高野慧一郎，高橋守，
永山大貴，北村智香
子，練合一平，竹中
遙，小玉賢太郎，宮島
さつき，高橋裕樹，千
葉弘文 

経気管支冷凍生検で IgG4 陽性細胞浸潤を認
めた剥離性間質性肺炎の一例 

第 31 回日本シェーグレン
症候群学会（2023 年 9
月，浜松） 
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亀倉隆太，山本圭佑，
神田真聡，山本元久，
高橋裕樹，高野賢一 

デュピリマブ投与による IgG4 関連疾患の臨
床的有用性と免疫学的変化の検証 

第 31 回日本シェーグレン
症候群学会（2023 年 9
月，浜松） 

内野裕一 ドライアイにおける水濡れ性を意識した点
眼治療 

眼科新薬臨床から学ぶ会 

内野裕一 ドライアイ 眼科臨床実践講座 2023 

内野裕一 患者満足度を向上させるドライアイ診療 フォーサム 2023 大阪 

内野裕一 水濡れ性を意識したドライアイにおける点
眼治療 

Dry eye Seminar In 多摩 

柳澤浩人, 上田祐輔, 
岩男 悠, 坂井知之, 
河南崇典, 山田和徳, 
福島俊洋, 水田秀一, 
正木康史 

同時期に IgG4 関連疾患とびまん性大細胞型
B 細胞性リンパ腫を発症した症例 

第 14 回日本 IgG４関連疾
患学会学術集会 

柳澤浩人, 山田和徳, 
上田祐輔, 岩男 悠, 
坂井知之, 河南崇典, 
高橋知子, 望月孝史, 
水田秀一, 正木康史 

PET/CT が診断に有用であった側頭動脈炎
所見を有さない高齢発症大型血管炎の３例 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

上田祐輔, 正木康史, 
柳澤浩人, 岩男 悠, 
河南崇典, 坂井知之, 
山田和徳, 水田秀一, 
川端 浩, 本田奈々瀬 

後方視的に登録された TAFERO 症候群 131
症例における自己抗体陽性群と陰性群との
比較 

第 67 回日本リウマチ学会
総会・学術集会 

山野高弘, 山田和徳, 
山之内弥矢, 上田祐輔, 
柳澤浩人, 岩男 悠, 
坂井知之, 河南崇典, 
妹尾貴紀, 長澤達也, 
川崎康弘, 水田秀一, 
福島俊洋, 正木康史 

中枢神経ループスとの鑑別に苦慮した躁症
状を伴う原発性シェーグレン症候群の一例 

第 31 回日本シェーグレン
症候群学会学術集会 

山之内弥矢, 上田祐輔, 
山野高弘, 柳澤浩人, 
岩男 悠, 坂井知之, 
河南崇典, 山田和徳, 
水田秀一, 福島俊洋, 
正木康史 
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